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「
ひ
ろ
げ
よ
う
平
和
の
心
・

平
和
な
社
会
を
目
指
し
、
共

に
学
び
・
共
に
語
ろ
う
」
こ

の
大
会
テ
ー
マ
の
も

と
、
２
０
１
９
年
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ

活
動
研
究
会
i
n
埼
玉

（
蓮
田
・
白
岡
）は
１
都

５
県
の
皆
様
を
迎
え
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
盛
況

の
う
ち
に
終
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は

久
し
振
り
の
青
空
の
も

と
、
参
加
者
数
は
４
０

０
名
を
越
え
、
事
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
か
ら

も
概
ね
大
会
目
的
の
達

成
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
企
画
・
構
成
は
斬

新
で
、
特
に
分
科
会
の

運
営
方
法
や
交
流
会
な
ど
に

工
夫
が
さ
れ
て
い
た
と
の
評

価
も
戴
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
球

規
模
に
お
け
る
環
境
変
化
・

南
極
か
ら
の
警
鐘
」
も
時
宜

に
叶
っ
た
演
目
と
共
感
し
て

戴
き
ま
し
た
。
更
に
日
頃
は

接
点
の
少
な
い
一
般
市
民
の

方
々
に
直
接　

ユ
ネ
ス
コ
活

動
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
蓮

田
市
茶
道
連
盟
や
国
際
文
化

交
流
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
も
「
お
も
て
な
し
」

の
第
一
線
で
ご
活
躍
戴
き
ま

し
た
。
拝
受
致
し
ま
し
た
ご

意
見
、
ご
評
価
は
開
催
準
備

に
連
日
奔
走
し
た
実
行
委
員

会
の
献
身
的
な
努
力
に
対
し

て
、
何
よ
り
の
労
い
の
言
葉

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
実
は

全
国
大
会（
東
京
）直
後
の
開

催
で
、
関
ブ
ロ
研
究
会
に
は

如
何
ほ
ど
の
会
員
様
が
集
ま

っ
て
下
さ
る
か
が
心
配
で
し

た
。
運
営
・
企
画
・
体
制　

（
準
備
委
員
会
）
な
ど
の
不

安
も
多
少
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
斯
様
な
心
配
を
払
拭

し
て
く
れ
た
の
が
熊
倉
晃
事

務
局
長
以
下
実
行
委
員
会
皆

様
の
奮
闘
で
し
た
。
研
究
会

の
過
去
の
実
績
・
課
題
を
分

析
し
、
綿
密
な
計
画
の
も
と
、

見
事
に
実
行
し
て
、
大
会
を

盛
況
に
導
い
て
く
れ
ま
し

た
。
当
日
は
県
知
事
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ほ
か
埼
玉
県
教
育
長

小
松
弥
生
様
・
蓮
田
市
長
中

野
和
信
様
、
白
岡
市
副
市
長

野
口
仁
史
様
、
連
盟
会
長
佐

藤
美
樹
様
か
ら
ご
挨
拶
も
戴

き
ま
し
た
。
蓮
田
市
教
育
長

西
山
通
夫
様
、
白
岡
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
部
長
篠
塚

淳
様
も
ご
来
賓
で
お
迎
え
致

し
ま
し
た
。
ま
た
大
会
直
前

ま
で
入
院
し
て
い
た
私
は
皆

様
の
お
励
ま
し
で
主
催
者
挨

拶
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
開
催
準
備
か
ら

当
日
ま
で
関
わ
っ
た
全
て
の

皆
様
に
衷
心
よ
り
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
尚
、
各
活
動
詳
細
は
72
頁

の
報
告
書
と
し
て
纏
め
ま
し

た
の
で
ご
参
照
下
さ
い
）
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会
長　

田
村　

勝
彦

右
か
ら
熊
倉
事
務
局
長
、田
村
会
長
、

宍
戸
秀
行
氏　

日
本
経
済
新
聞
社
・
顧
問

と
て
も
よ
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
は
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
お
茶
の

サ
ー
ビ
ス
」
「
着
物
で
の

も
て
な
し
・
・
・
」
と
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
記
載

さ
れ
た
言
葉
で
す
。
駅
か

ら
会
場
ま
で
「
案
内
が
要

所
要
所
に
あ
り
安
心
で
き

た
」
等
が
続
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
皆
様
の
ご
活
躍
を

如
実
に
物
語
り
ま
す
。
蓮

田
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

様
に
は
「
演
奏
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
癒
さ
れ
ま
し

た
」
と
感
想
を
戴
き
ま
し

た
。
蓮
田
中
央
小
学
校
生

徒
の
皆
様
に
も
青
少
年
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
活
躍

戴
き
ま
し
た
。
会
場
で
は

脇
田
宗
永
会
長
を
は
じ
め

蓮
田
市
茶
道
連
盟
様
、
島

村
会
長
、
爪
川
事
務
局
長

参
加
の
蓮
田
市
国
際
文
化

交
流
会
様
に
全
力
で
お
支

え
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
、

国
際
学
院
高
校
の
皆
様
に

は
、
急
な
要
請
に
も
関
わ

ら
ず
青
少
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
戴
き
ま
し
て
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
の
演
目
に
ご
参

加
戴
い
た
石
崎
光
夫
様
と

梅
津
栄
輔
様
、
終
日
記
録

に
ご
尽
力
戴
い
た
鈴
木
昌

国
様
と
山
本
二
三
男
様
、

裏
方
を
厭
わ
ず
駅
前
各
所

で
案
内
と
誘
導
に
ご
協
力

戴
い
た
市
民
有
志
の
皆
様

等
、
多
く
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
な

し
に
は
目
的
は
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今
回
の
研
究
会
で
は
「
地
球

規
模
に
お
け
る
環
境
変
化
―

南
極
か
ら
の
警
鐘
」
と
題
す

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
極

地
研
究
所
名
誉
教
授
福
地
光

男
氏
、
同
研
究
所
副
所
長
・

教
授　

伊
村
 
智
氏
及
び
豪

州
南
極
局
グ
ラ
ハ
ム
・
ホ
ー

ジ
ー
博
士
の
３
人
を
迎
え
温

暖
化
に
伴
う
南
極
の
海
洋
及

び
陸
上
の
生
態
系
の
変
化
に

つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
用
し
な
が
ら
解
り
や
す
く

ご
説
明
を
戴
き
好
評
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
「
普
段
聞
く
機

会
の
な
い
専
門
家
に
よ
る
話

を
伺
う
こ
と
が
出

来
、
地
球
温
暖
化
の

変
化
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
出

来
た
」
、
「
南
極
も

温
暖
化
が
か
な
り
進

み
、
海
の
生
物
、
陸

の
植
物
が
か
な
り
影

響
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
こ

の
問
題
の
解
決
に
向

け
て
自
ら
何
が
出
来

る
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」
な
ど
と
あ
り

高
い
関
心
を
得
ら
れ
た
、
素

晴
ら
し
い
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

３
人
の
パ
ネ
ラ
ー
及
び
極
地

研
究
所
の
ご
支
援
・
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

分
科
会
の
運
営
・
発
表
内
容
・

課
題
①
分
科
会
の
運
営
に
関

し
て
、
今
回
は
埼
玉
県
の
み

で
実
施
致
し
ま
し
た
。
４
つ

の
分
科
会
の
運
営
は
「
分
科

会
運
営
指
針
」
に
基
づ
き
各

ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
責
任
を
も

っ
て
行
い
ま
し
た
。
②
分
科

会
に
関
し
て
前
年
12
月
の
代

表
者
会
議
に
お
い
て
分
科
会

の
テ
ー
マ
を
決
定
し
、
２
０

１
９
年
２
月
ま
で
に
発
表
テ

ー
マ
、
８
月
ま
で
に
レ
ジ
ュ

メ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
発
表
内
容
に
関
し
て
、

「
ユ
ネ
ス
コ
協
会
活
動
と
の

整
合
性
」
が
問
わ
れ
る
も
の

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
も
１
テ
ー
マ
に
２
件
の

発
表
を
設
定
し
ま
し
た
が
、

よ
り
深
化
し
、
充
実
し
た
も

の
に
す
る
た
め
に
今
後
は

「
１
テ
ー
マ
、
１
件
の
発
表

も
検
討
」
を
し
て
然
る
べ
し

と
考
え
ま
す
。

今
年
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ

ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
が
開
催

さ
れ
た
蓮
田
市
に
は
、
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
が
小
学
校
と

中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
一
校
ず
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
に

は
ユ
ネ
ス
コ
キ
ャ
ン
プ
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
ユ
ネ
ス

コ
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
の

あ
る
青
少
年
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
、
青
年
会
員
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
研
究
会
の
場
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
埼
玉
県
内
の
青
少

年
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
一
層
の

充
実
・
発
展
を
図
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
、
本
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
を
設
定
を

致
し
ま
し
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
青
年
活
動
の
更
な
る

発
展
の
た
め
、
青
年
主
体
（
企

画
・
運
営
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
設
定
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
は

じ
め
に
、
ユ
ネ
ス
コ
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
た

後
、
今
年
30
周
年
を

迎
え
た
世
界
寺
子
屋

運
動
に
つ
い
て
動
画

を
用
い
て
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
小

グ
ル
ー
プ
に
て
動
画

を
見
た
感
想
や
思
っ

た
こ
と
等
に
つ
い
て

伝
え
合
い
、
考
え
を

深
め
ま
し
た
。
関
ブ

ロ
青
年
部
担
当
か
ら

「
今
回
趣
旨
に
賛
同

し
協
力
戴
い
た
蓮

田
・
白
岡
地
方
ユ
ネ

ス
コ
協
会
の
皆
様
に
は
感

謝
致
し
ま
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
10
日
（
木
）
蓮
田
市
立

蓮
田
中
学
校
体
育
館
で
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
事
業
を
開

催
。
講
師
は
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青

年
海
外
協
力
隊
員
で
日
本
語

教
師
の
内
山
聖
末
（
う
ち
や

ま
き
よ
み
）
さ
ん
。
全
校
生

徒
約
３
０
０
名
に
自
身
の
体

験
談
と
そ
こ
か
ら
得
た
考
え

等
わ
か
り
や
す
く
講
演
。
特

に
ト
ン
ガ
、
ス
ー
ダ
ン
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
の
経
験
を
話
さ

れ
終
了
後
は
質
疑
応
答
に
丁

重
に
対
応
。
ご
く
普
通
と
思

っ
て
い
る
自
分
た
ち
の
生
活

や
考
え
方
は
、
世
界
に
目
を

転
じ
れ
ば
常
識
で
な
い
こ
と

が
あ
る
。
国
際
理
解
は
斬
様

な
理
解
を
し
て
自
分
た
ち
の

今
ま
で
の
考
え
を
再
考
す
る

必
要
あ
り
と
結
び
ま
し
た
。

全
国
か
ら
約
４
５
０
名
の
ユ

ネ
ス
コ
関
係
者
並
び
に
海
外

か
ら
中
国
、
韓
国
の
ユ
ネ
ス

コ
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た

（
当
協
会
か
ら
は
、江
口
・
熊

倉
副
会
長
、
山
内
理
事
の
３

名
が
参
加
）
。　

　

今
回
の
大
会
は
ユ
ネ
ス
コ

世
界
寺
子
屋
運
動
30
周
年
を

記
念
し
て
行
わ
れ
、
１
日
目

は
「
寺
子
屋
で
の
学
び
が
も

た
ら
し
た
も
の
ー
成
果
と
展

望
を
め
ぐ
っ
て
」と
題
し
て
、

寺
子
屋
運
動
の
成
果
と
討
論

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日

目
は
、
「
学
び
を
通
し
て
共

生
社
会
を
創
る
」
と
題
し
て

行
政
側
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
「
２
０
１
９
年

版　

寅
さ
ん
の
学
校
論
」
と

題
し
て
山
田
洋
次
監
督
に
よ

る
基
調
講
演
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
当
協
会
の
田
村
会

長
が
全
国
大
会
10
回
出
席
者

表
彰
を
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会

連
盟
会
長
か
ら
賞
状
と
記
念

品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
２
０
２
０
年
は
７
月
４

日
・
５
日
山
口
県
宇
部
市
で

開
催
予
定
で
す
。　
　
　
　

（
追
記
）世
界
寺
子
屋
運
動
を

支
援
す
る
た
め
に
、
当
協
会

も
毎
年
「
書
き
損
じ
は
が
き

の
回
収
」
に
協
力
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
と
も
会
員
皆
様

の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「
世
界
の
抱
え
て
い
る
問
題

を
知
り
、
解
決
に
向
け
て
で

き
る
事
を
考
え
よ
う
・
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
仕
事
を
し
て
見
て
今

思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

11
月
16
日
（
土
）
蓮
田
市
立

蓮
田
中
央
小
学
校
体
育
館
で

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
事
業
を

開
催
。
講
師
は
元
青
年
海
外

協
力
隊
員
の
新
野
美
奈
（
に

い
の
み
な
）
さ
ん
。４
・
５
・

６
年
生
（
約
３
０
０
名
）
を

対
象
に
講
演
。
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
の
国
立
ア
ン
タ
ナ
リ
バ
ア

大
学
に
新
設
さ
れ
た
日
本
語

授
業
の
教
師
と
し
て
赴
任
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、事
業
運
営
、

教
師
指
導
を
経
験
。
内
容
は

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
国
の
説
明
か

ら
入
り
（
面
積
は
日
本
の
約

１
．
６
倍
。
人
口
は
１
６
０

０
万
人
）
子
供
達
は
農
業
の

手
伝
い
で
殆
ど
学
校
に
通
え

な
い
こ
と
、
一
日
一
ド
ル
の

生
活
、
異
文
化
を
理
解
す
る

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、
即
ち

「
変
だ
」
「
違
う
ね
」
「
面

白
い
」
の
話
で
終
了
。
こ
の

こ
と
を
知
っ
て
自
分
達
の
生

活
が
ど
う
あ
る
の
か
、
国
際

的
に
は
ど
う
あ
る
の
か
を
知

識
と
し
て
も
っ
て
欲
し
い
と

結
び
ま
し
た
。
最
後
に
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
語
の
幾
つ
か
を
紹

介
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

ミ
ソ
ー
チ
ャ
（
有
難
う
）
。

マ
メ
オ
ー
ネ
（
こ
ん
に
ち
は
）

サ
ラ
ー
マ
（
こ
ん
に
ち
は
元

気
で
す
）

交
流
会
は
東
武
バ
ン
ケ
ッ
ト

ホ
ー
ル
で
開
催
（
６
時
～
１

５
０
名
参
加
）「
寛
ぎ
の
ひ
と

と
き
」
と
し
て
Ｇ
・
ホ
ー
ジ

ー
博
士
（
南
極
の
バ
グ
パ
イ

チ
ャ
ン
プ
）
に
は
ア
メ
ー
ジ

ン
グ
グ
レ
ー
ス
を
、
石
崎
光

夫
様
に
は
新
相
馬
節
な
ど
演

じ
て
戴
き
、
「
蛍
の
光
」
合

唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
は
市
立
蓮
田
中
学

校
の
吹
奏
楽
で
開
幕
。
開
会

宣
言
に
続
き
、
ユ
ネ
ス
コ
の

歌
斉
唱
後
、
主
催
者
で
（
公

社
）
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連

盟
会
長
・
佐
藤
美
樹
氏
、
主

管
協
会
で
埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ

連
絡
協
議
会
会
長
・
田
村
勝

彦
氏
が
ご
挨
拶
。
県
知
事
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
小
松

弥
生
埼
玉
県
教
育
長
・
中
野

和
信
蓮
田
市
長
・
野
口
仁
史

白
岡
副
市
長
の
来
賓
挨
拶
を

戴
き
ま
し
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ

活
動
研
究
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
等
を
入
れ
た
ト
ー
ト
バ
ッ

ク
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
用
意
し
、
参
加

者
、
協
賛
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
に
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
に
は
大

会
の
実
施
要
項
、
参
加
者
名

簿
に
加
え
、
埼
玉
県
、
蓮
田

市
、
白
岡
市
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
入
れ
ま
し
た
。
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当
た
り
前
」再
考
か
ら
始
ま
る
国
際
協
力

第
75
回
日
本
ユ
ネ
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コ
運
動
全
国
大
会
開
催
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８
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第
16
回
地
域
文
化
遺
産
ス
タ

デ
ィ
日
時
：
令
和
２
年
２
月

29
日
（
土
）
14
：
00
～
16
：

00　

場
所
：
白
岡
市
「
は
ぴ

す
し
ら
お
か
」
題
名
：
「
鉢

形
城
と
戦
国
武
将
」
長
尾
景

春
の
乱
か
ら
小
田
原
合
戦
ま

で
講
師
・
寄
居
町　

鉢
形
城

歴
史
館　

館
長　

石
塚
三
夫

先
生
後
援
内
容
：
鉢
形
城
主

で
あ
っ
た
長
尾
景
春
・
上
杉

顕
定
・
北
条
氏
邦
の
３
人
を

通
し
て
、
関
東
戦
国
史
を
概

観
し
ま
す
。
会
員
、
学
生
無

料　

一
般
３
０
０
円
問
い
合

わ
せ
：
事
務
局　

飯
島
携
帯

０
９
０
・
３
１
５
２
・
２
９

０
９

12
月
14
日（
土
）、
理
事
会
終

了
後
、
参
加
12
名
で
開
催
。

冒
頭
・
田
村
会
長
の
関
ブ
ロ

で
の
ご
協
力
・
参
加
謝
辞
に

続
き
中
野
市
長
・
西
山
教
育

長
に
ご
挨
拶
な
ど
を
賜
り
、

福
地
顧
問
の
乾
杯
ご
発
声
で

幕
を
開
け
、
関
ブ
ロ
の
思
い

出
な
ど
に
話
が
弾
み
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
今
年
も
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
が
こ
れ
ほ
ど
国
際

的
な
活
動
を
し
て
い
る
組
織

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は

恥
ず
か
し
い
な
が
ら
成
人
を

し
て
か
ら
で
し
た
。
こ
の
蓮

田
・
白
岡
の
町
に
、
世
界
に

繋
が
る
平
和
活
動
に
尽
力
す

る
ユ
ネ
ス
コ
の
会
員
ス
タ
ッ

フ
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
存
在
す

る
こ
と
を
知
っ
た
の
も
初
め

て
で
す
。
田
村
会
長
を
は
じ

め
、
蓮
田
・
白
岡
の
ユ
ネ
ス

コ
の
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

そ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
平
和
」

へ
の
構
築
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
い
る
活
動
に
こ
の
度
役
員

と
し
て
加
え
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
29
日
〈
木
〉
13
：
00
～

蓮
田
市
総
合
文
化
会
館
（
多

目
的
ル
ー
ム
）
に
て
出
席
者

は
19
名
（
敬
称
略
）寄
居
（
河

田
）、さ
い
た
ま
（
本
多
）
、

越
谷
（
中
野
、
小
宮
山
）
、

深
谷
（
清
水
、
関
口
）
、
草

加
（
瀬
戸
、
堀
野
）
、
秩
父

（
石
井
、
江
田
）
蓮
田
・
白

岡
（
田
村
、
江
口
、
熊
倉
）

上
記
以
外
の
実
行
委
員
：
蓮

田
・
白
岡
（
福
地
、
平
賀
、

原
田
、
柴
山
、
山
内
）
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
関
ブ
ロ

担
当
（
井
上
）
田
村
会
長
よ

り
「
２
０
１
９
年
度
の
関
東

ブ
ロ
の
開
催
ま
で
37
日
と
な

り
、
県
内
７
ユ
協
の
一
層
の

協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
き

た
い
の
で
、
宜
し
く
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
関
ブ
ロ

の
実
施
に
関
す
る
協
議
を
行

い
ま
し
た
。
11
月
29
日〈
金
〉

13
：
30
～
蓮
田
市
立
図
書
館

に
て
関
ブ
ロ
の
実
施
報
告
と

今
後
の
課
題
に
つ
き
協
議
出

席
者
11
名
（
敬
称
略
）
寄
居

（
石
澤
、
河
田
）
、
さ
い
た

ま
（
本
多
）、
越
谷（
中
野
）
、

深
谷
（
関
口
）
、
草
加
（
堀

野
）
、
秩
父
（
欠
）
蓮
田
・

白
岡（
田
村
、江
口
、
熊
倉
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
：
蓮
田
・
白

岡
（
平
賀
、
山
内
）
会
長
よ

り
10
月
の
２
０
１
９
年
度
関

ブ
ロ
実
施
に
際
し
て
県
内
ユ

協
の
協
力
に
関
し
て
謝
意
を

表
明
し
た
。
（
詳
細
略
）
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ス
タ
デ
ィ

予告

彩々楽にて忘年会

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

新
理
事
ご
挨
拶

　

齋
藤
隆
宗
さ
ん

（
さ
い
と
う
た
か
む
ね
）

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

理
事
会
開
催

ト
マ
ー
ル
の
街
の
中
心
部

か
ら
西
に
山
道
を
登
っ
て

い
く
と
、
こ
の
街
最
大
の

見
ど
こ
ろ
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
修
道
院
に
た
ど
り
着

く
。
こ
の
修
道
院
は
十
字

軍
華
や
か
な
時
代
に
エ
ル

サ
レ
ム
に
創
設
さ
れ
た
テ

ン
プ
ル
騎
士
団
に
よ
り
12

世
紀
に
建
設
さ
れ
、
テ
ン

プ
ル
騎
士
団
が
禁
止
さ
れ

た
後
１
３
５
７
年
に
そ
の

流
れ
を
く
む
キ
リ
ス
ト
教

騎
士
団
の
本
拠
地
と

な

り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
室
か

ら
エ
ン
リ
ケ
航
海
王
子
を

は
じ
め
と
す
る
代
々
の
団

長
を
迎
え
た
。
テ
ン
プ
ル

騎
士
団
か
ら
引
き
継
い
だ

財
産
は
エ
ン
リ
ケ
航
海
王

子
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ

ル
が
海
洋
国
家
に
な

る
た
め
の
資
金
と
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

修
道
院
は
12
世
紀
か

ら
16
世
紀
の
間
に
増

改
築
さ
れ
た
た
め

に
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
、

ゴ
シ
ッ
ク
、
ム
ハ
デ

ル
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
、

ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
っ

た
様
々
建
築
様
式
が

融
合
し
た
建
築
物
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
建
築
の
変
遷

が
た
ど
れ
る
。
修
道
院
の

円
堂
は
12
世
紀
に
建
設
さ

れ
エ
ル
サ
レ
ム
の
オ
マ
ー

ル
・
モ
ス
ク
や
聖
墳
墓
教

会
を
モ
デ
ル
と
し
た
ロ
マ

ネ
ス
ク
建
築
で
あ
る
。
聖

堂
の
西
壁
に
あ
る
マ
ヌ
エ

ル
様
式
の
窓
は
窓
の
周
り

を
航
海
に
関
わ
る
ロ
ー
プ

や
錨
、
サ
ン
ゴ
な
ど
の
細

密
な
彫
刻
が
施
さ
れ
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
勢
い
を
感
じ

さ
せ
る
。
（
２
０
１
７
年

訪
問
）
世
界
遺
産
登
録
１

９
８
３
年
鉛
筆
素
描
／
円

堂　

（
使
用
鉛
筆
は
２
Ｈ

～
８
Ｂ
）　
　

Ｈ
.
Ｈ

世
界
遺
産 Trip-1

素描（ポルトガル／トマール）

　

新
年
号「
令
和
元
年
」

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。即
位
礼
正
殿
の
儀
、

大
嘗
宮
の
儀
な
ど
絵
巻

物
の
よ
う
な
世
界
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
反

面
、
大
災
害
の
多
い
歳

で
し
た
。
来
年
こ
そ
災

害
の
な
い
平
穏
な
歳
で

あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

（
理
事
一
同
）

編
集
後
記

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
世

界
遺
産
旅
行
記
を
会

報

「
き
ず
な
」
に
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
文
字
数
４

～
８
百
文
字
写
真
も
添
え

て
メ
ー
ル
で　

t
a
m
u

z
o
@
d
6
.
d
i
o
n

.
n
e
.
j
p　

ま
で
、

会
報
に
関
す
る
ご
意
見
も

お
待
ち
し
て
ま
す
。

世
界
遺
産
旅
行
記
を
募
集


